
おいしそうなじゃがいも、いっぱいとれたよ♪
5月 26日、すこやか第１・第２児童クラブ（高洲）を利用している子ど
もたちが、地域の皆さんと一緒にじゃがいも掘りを行いました。
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核
家
族
や
共
働
き
家
庭
が
増
え
た

り
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
た
り

す
る
中
で
、
学
校
に
求
め
ら
れ
る
役

割
や
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
に

は
、
多
く
の
人
が
意
識
を
持
っ
て
関

わ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

学
校
だ
け
が
役
割
と
責
任
を
負
う

の
で
は
な
く
、
家
庭
・
地
域
・
学
校

の
連
携
と
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
子

ど
も
は
未
来
に
輝
く
人
と
し
て
成
長

し
て
い
き
ま
す
。

教
育
を
学
校
任
せ
に
し
な
い

　

家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
に
実
施
し
て
い
る
の
が
“
学
校
サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
業
”
で
す
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
各
学
校
が
個

別
に
調
整
し
て
き
た
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
一
つ
の
仕
組
み
と
し
た
も

の
。
学
校
が
求
め
る
支
援
と
地
域
の

人
材
な
ど
を
つ
な
げ
る
手
順
を
明
確

に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
活
動

を
速
や
か
に
継
続
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が
学

校
と
地
域
を
つ
な
ぎ
、「
学
校
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
皆
さ
ん
が
実
際
に
学
校
で

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
業

で
は
、
学
校
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
明
確
に
し
て
良
好
な
関
係
を
築

く
こ
と
で
、
地
域
の
持
つ
力
を
教
育

の
現
場
で
最
大
限
生
か
し
ま
す
。

　

地
域
と
学
校
が
手
を
取
り
合
う
こ

と
で
、
子
ど
も
に
と
っ
て
新
た
な
学

び
の
機
会
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

地域ぐるみで子どもを育てる
市では、市内の小・中学校からの声に応じて、地域の皆さんの力を教育に役立てる“学
校サポーターズクラブ事業”を推進しています。地域の力で子どもを育てる、その活
動内容を紹介します。 問生涯学習課　☎643･3047

地
域
の
み
ん
な
が
学
校
応
援
団

学校サポーターズクラブ事業の仕組み
　現在、市内では、９人の市民の皆さんが学校と地域をつなげるコーディネーターとして活動しています。
　学校サポーターズクラブ事業の仕組みとそれぞれの役割を紹介します。

【コーディネーターの役割】
　この事業の中核的な役割を担う重要
な存在です。地域の人材などを発掘し、
学校が求める支援と地域の力をつない
で、支援活動の計画を立てます。

【学校サポーターの役割】
　コーディネーターが作成した計画に
沿って、実際に学校で支援活動を実施。
それぞれが持つ知識や技能を子どもた
ちに伝えます。

学校

コーディネーター

学校サポーター（無償）

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
輪
を
拡
大

　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
に
青
島
小

学
校
で
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
。
本

年
度
は
８
中
学
校
区
（
藤
枝
・
西
益

津
・
青
島
・
葉
梨
・
高
洲
・
瀬
戸
谷
・

広
幡
・
岡
部
）
の
小
・
中
学
校
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

度
に
は
、
市
内
す
べ
て
の
中
学
校
区

を
対
象
と
し
て
い
く
予
定
で
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　

地
域
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
持
つ

知
識
や
技
能
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
貴
重
な
生
き
た
教
材
で
あ
り
、

私
た
ち
の
ま
ち
藤
枝
の
財
産
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
多
く
の
人
に
温
か
く

見
守
ら
れ
育
つ
こ
と
で
、
豊
か
な
心

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身

に
付
け
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
学
校
と

の
つ
な
が
り
は
、
自
ら
の
力
を
生
か

す
場
や
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
と

し
て
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
機

会
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
業

の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

て
る
」
と
い
う
想
い
で
す
。

　

家
庭
と
学
校
が
担
う
「
子
ど
も
の

教
育
」
に
地
域
の
力
を
加
え
る
こ
と

で
、
教
育
の
幅
は
格
段
に
広
が
り
ま

す
。
藤
枝
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
見

守
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
と
き
に
、

で
き
る
範
囲
で
構
い
ま
せ
ん
。
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

子どもたちの笑顔のために
　地域の住民として、身近
にある学校に関わることが
できる学校サポーターズク
ラブ事業の意義は大きいと
感じています。学校での活
動により子どもと顔見知り
になることで、登下校の見
守りなどの際に笑顔であい
さつをしてくれる子どもが
多くなったと思います。
　私たち大人にとっては、

地域の子どもの笑顔が活動の励みになり、生きが
いにもなり得ます。一人でも多くの人にこの喜び
とやりがいを感じてもらいたい。地域と学校が一
つになった教育の場で、未来に輝く子どもたちの
成長を一緒に見守りましょう。

【活動内容】
・学習指導補助
・環境整備
・学校行事補助
・クラブ活動指導 など

要請・調整

依頼・調整

一緒に活動しませんか

　学校サポーターズクラ
ブの活動に参加してみま
せんか。興味のある人は、
生涯学習課までご連絡く
ださい。個人でも団体で
も構いません。

　

そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
、
市
内
各

地
域
で
登
下
校
の
見
守
り
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
に

「
人
を
思
い
や
る
こ
と
」「
自
然
や
も

の
を
大
切
に
す
る
こ
と
」「
社
会
の

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
」
な
ど
に
つ
い

求
め
ら
れ
る
「
地
域
の
力
」

て
適
切
な
働
き
か
け
を
行
う
。
そ
の

こ
と
が
、
学
校
だ
け
で
は
体
験
で
き

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
“
学
び
”
を
可
能

と
し
、
地
域
に
住
む
子
ど
も
が
健
や

か
に
育
っ
て
い
く
の
で
す
。

■ 野菜の育て方

　地域の農家の皆さんを「地域の名
人」として招き、野菜の育て方を学
びました。苗の植え付け後には、水
をあげすぎないことや水やりのタイ
ミングなどを教わりました。

■ 花壇整備

　サポーターと子どもたちが一緒に
花壇の整備を行いました。球根の植
え付けを行ったこの日、子どもたち
は、球根を植える向きや深さなどを
丁寧に教えてもらいました。

■ 昔の遊び

　あやとりやお手玉、こまにメンコ
など懐かしい昔の遊びを行いました。
サポーターにとってはお手の物。子
どもと一緒に楽しみながらお手本を
示していました。

学校サポーターズクラブ事業☆活動あれこれ
～活動事例を紹介～

学校サポーターズクラブ
コーディネーター
曽根貞夫さん（高洲）

～学校サポーターズクラブ事業を紹介します～
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大量生産、大量消費、大量廃棄を繰り返し豊かな生活により発展
を遂げてきた私たちの生活。その結果、地球環境へ負担をかけ続
け、環境汚染や地球温暖化という形で私たちの生活に大きな影響
を及ぼしてきています。
受け継がれてきた藤枝の環境をより良いものとして次の世代へ伝
えるために、何ができるか一緒に考えてみませんか。

問環境政策課　☎643･3183

　

本
市
は
、
環
境
行
動
都
市
を
目

指
し
て
、
平
成
21
年
12
月
20
日
、

「“
も
っ
た
い
な
い
”
都
市
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言

葉
は
、「
あ
り
が
た
い
」と
い
う『
感

謝
の
心
』、「
お
そ
れ
多
い
」
と
い

う
『
謙
虚
の
心
』、「
人
や
も
の
を

大
切
に
す
る
」
と
い
う
『
優
し
い

心
』
の
３
つ
の
美
徳
が
込
め
ら
れ

た
奥
深
い
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
切
な
心
を
表
す
「
も
っ

た
い
な
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

身
近
な
こ
と
か

ら
、
環
境
行
動

を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
宣
言
は
、
環

境
に
優
し
い
活
動
を
始
め
る
第
一

歩
と
し
て
、
無
駄
の
多
い
暮
ら
し

方
を
見
直
し
、
３
つ
の
目
標
に
家

族
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
宣
言

◎
１
人
１
日
25
％
（
１
・
４
㎏
）

の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減

ら
し
ま
す
。

◎
１
人
１
日
10
％
（
50
ｇ
）
の

燃
や
す
ご
み
を
減
ら
し
ま
す
。

◎
身
近
な
自
然
の
す
ば
ら
し
さ

に
触
れ
、
環
境
保
全
活
動
に

参
加
し
ま
す
。

　

電
気
を
無
駄
に
使
わ
な
い
、
水

を
大
切
に
使
う
、
買
い
物
に
は
マ

　

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、

電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
物
の
大
切
さ
が
改
め
て
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
節
電
意
識
が
根
付
い
て
き
た
こ

と
か
ら
、
市
内
の
電
力
使
用
量
は

イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
行
く
な
ど
、

簡
単
に
取
り
組
め
る
こ
と
か
ら
、

家
族
み
ん
な
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

宣
言
方
法

　

宣
言
書
を
環
境
政
策
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
宣
言
書
は
、
環
境
政
策
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。環境に優しい生活に家族で取り組んでいる鈴木

正子さんに、エコ生活のヒントを伺いました。

震
災
前
と
比
較
し
て
減
少
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
全
国
の
原
発
稼

働
停
止
に
よ
り
火
力
発
電
依
存
の

状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
二
酸

化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
節
電
は
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
本
市
で
は
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
平
成
22
年
度
と
比

べ
た
電
力
使
用
量
の
15
％
カ
ッ
ト

を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
ず

は
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
活
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
家

庭
か
ら
節
電
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
方
法

　

市
内
の
世
帯
が
、
７
月
〜
９
月

検
針
分
の
各
月
の
電
気
使
用
量
に

つ
い
て
、
次
の
Ａ
か
Ｂ
の
い
ず
れ

か
の
目
標
に
挑
戦
す
る
。

Ａ
．
平
成
22
年
同
月
比
15
％
以

上
の
削
減

Ｂ
．
昨
年
同
月
比
３
％
以
上
の

削
減

賞
品

　

削
減
を
達
成
し
た

月
ご
と
に
、
地
場
産

品
が
購
入
で
き
る

「
ふ
じ
え
だ
グ
リ
ー

ン
商
品
券
」（
５
０

０
円
分
）を
贈
呈（
３

カ
月
連
続
で
達
成
で
き
た
世
帯
に

は
、
も
う
１
枚
追
加
で
贈
呈
）

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
施
設
や
家
庭
の
消
灯

を
呼
び
掛
け
る
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

照
明
を
消
し
て
、
地
球
に
優
し

い
夜
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
実
施
日

★
６
月
21
日
㈯

夏
至
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

★
７
月
７
日
㈪

七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
）

★
８
月
７
日
㈭

藤
枝
花
火
大
会
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン

い
ず
れ
も
午
後
８
時
～
午
後
10
時

ご
存
知
で
す
か
？

「“
も
っ
た
い
な
い
”都
市
宣
言
」

「“
も
っ
た
い
な
い
”エ
コ
フ
ァ 

ミ
リ
ー
宣
言
」
を
し
よ
う
！

地
球
温
暖
化
防
止
ラ
イ
ト 

ダ
ウ
ン
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

“もったいない”を
行動しよう！

“もっと。たぁーんと！エコ。”2014キャンペーン実施中

「“
も
っ
た
い
な
い
”
Ｅ
Ｃ
Ｏ
活 

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
楽
し
く
節
電

６月は環境月間です

応
募
方
法

　

11
月
10
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
、

削
減
を
達
成
で
き
た
月
ご
と
に
環

境
政
策
課
に
備
え
付
け
の
報
告
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
検
針
票

の
コ
ピ
ー
と
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
宣

言
書
（
既
に
宣
言
し
て
い
る
家
庭

は
不
要
）
を
添
付
し
て
、
環
境
政

策
課
へ

※
報
告
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
宣
言
を
し
て
か
ら
３
カ
月
の
取

り
組
み
後
に
、
結
果
を
報
告
し

て
い
た
だ
い
た
人
に
は
、「
エ

コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
認
定
書
」
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　鈴木さんご一家はエコファミリーを
宣言する前から、「もったいない」の
気持ちで節電や節水、ごみの削減に取
り組んできたといいます。エコの秘

ひ

訣
けつ

は、まず挑戦してみること。鈴木さん
は、「仲間との情報交換からも、取り
組めるきっかけが見つけられますよ」
と言い、できることからチャレンジし
ているそうです。また、古布のリメイ
クなど、趣味や特技を生かした取り組
みも楽しんでいる様子。家庭菜園では、
家庭の生ごみを利用した堆肥を使って、
サヤエンドウなどの季節の野菜を育て
ています。エコと一緒に、収穫の楽し
みも味わえますね。

　小さな心掛けを習慣に変え、自然体でエコ
生活を送る鈴木さんのおすすめの取り組みは、
皿洗いの一工夫。牛乳パックを切り取り、フ
ライパンや皿の油汚れをかき落としてから洗
うと、水や洗剤の量を大きく減らすことがで
き、時間の短縮にもつながります。家にある
もので、簡単に取り組めそうですね。

⒈ わたしたちは、先人の知恵で
ある「もったいない」の精神
に学び、無駄のない暮らしを
実現します。

⒉ わたしたちは、「もったいな
い」を合言葉に、ごみを減らし、
エネルギーを節約し、低炭素
社会の実現を目指します。

⒊ わたしたちは、毎日の生活が
地球環境に影響を及ぼしてい
ることを認識し、地球市民と
して行動します。

“もったいない”都市宣言

鈴木家の
取り組み

紹介

“もった
いない”

エコファ
ミリー
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５
月
17
日
、
本
市
と
県
環
境
資

源
協
会
で
実
施
す
る
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
自
然
環
境
の
未
来
を
考
え

る
ハ
ワ
イ
研
修
」
の
参
加
者
に
、

参
加
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
に
は
、
環
境
が
テ
ー

マ
の
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
選
ば
れ

た
市
内
の
高
校
生
６
人
が
参
加
。

ハ
ワ
イ
州
の
取
り
組
み
を
学
び
な

が
ら
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
、
将

来
環
境
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
行
い
ま
す
。

　

８
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
７

日
間
の
研
修
で
、
ハ
ワ
イ
大
学
で

の
講
義
や
研
究
施
設
の
見
学
な
ど

に
参
加
し
ま
す
。
藤
枝
東
高
校
３

年
生
の
紅
林
海か

い

斗と

さ
ん
は
「
ハ
ワ

イ
で
環
境
に
つ
い
て
積
極
的
に
学

び
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

市
議
会
５
月
臨
時
会
が
５
月
14

日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議

長
・
副
議
長
な
ど
が
決
定
し
ま
し

た
。
議
長
に
は
薮
﨑
幸
裕
氏
、
副

議
長
に
は
岡
村
好
男
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
主
な
委

員
会
の
構
成
・
役
職
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
以
下
敬
称
略
）

監
査
委
員

　

遠
藤　

孝

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
円
滑
な
運
営
の
ほ
か
、

請
願
な
ど
の
審
査
も
行
い
ま
す
。

委
員
長　

水
野　

明

副
委
員
長　

大
石
保
幸

委
員　

遠
藤
久
仁
雄
・
大
石
信
生
・

　
　
　

小
林
和
彦
・
西
原
明
美
・

　
　
　

萩
原
麻
夫
・
杉
山
猛
志
・

　
　
　

天
野
正
孝

常
任
委
員
会

議
案
な
ど
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

議
員
は
少
な
く
と
も
１
つ
の
常
任

委
員
会
に
所
属
し
ま
す
。

◇
総
務
文
教
委
員
会

委
員
長　

杉
山
猛
志

副
委
員
長　

西
原
明
美

委
員　

遠
藤
久
仁
雄
・
池
田　

博
・

　
　
　

松
嵜
周
一
・
大
石
信
生
・

　
　
　

岡
村
好
男
・
水
野　

明

◇
健
康
福
祉
委
員
会

委
員
長　

萩
原
麻
夫

副
委
員
長　

大
石
保
幸

委
員　

多
田　

晃
・
油
井
和
行
・

　
　
　

石
井
通
春
・
天
野
正
孝
・

　
　
　

薮
﨑
幸
裕

◇
建
設
経
済
環
境
委
員
会

委
員
長　

小
林
和
彦

副
委
員
長　

植
田
裕
明

委
員
　
平
井　

登
・
鈴
木
岳
幸
・

　
　
　

山
根　

一
・
山
本
信
行
・

　
　
　

遠
藤　

孝

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

委
員
長　

西
原
明
美

副
委
員
長　

大
石
信
生

委
員　

遠
藤
久
仁
雄
・
大
石
保
幸
・

　
　
　

天
野
正
孝
・
遠
藤　

孝
・

　
　
　

植
田
裕
明

市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

石
井
通
春

副
委
員
長　

小
林
和
彦

委
員　

平
井　

登
・
鈴
木
岳
幸
・

　
　
　

油
井
和
行
・
大
石
保
幸

市
議
会
倫
理
委
員
会

委
員
長　

水
野　

明

副
委
員
長　

杉
山
猛
志

委
員　

平
井　

登
・
鈴
木
岳
幸
・

　
　
　

山
本
信
行
・
大
石
信
生
・

　
　
　

萩
原
麻
夫

農
業
委
員
会

委
員　

山
根　

一

駿
遠
学
園
管
理
組
合
議
会

議
員　

萩
原
麻
夫
・
大
石
保
幸

志
太
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員　

大
石
保
幸
・
石
井
通
春
・

　
　
　

萩
原
麻
夫
・
杉
山
猛
志
・

　
　
　

天
野
正
孝
・
岡
村
好
男
・

　
　
　

水
野　

明
・
薮
﨑
幸
裕

※
そ
の
他
の
役
職
は
、市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議長に薮﨑幸裕氏、副議長に岡村好男氏を選出～市議会５月臨時会～ 問議会事務局　☎643･3552

藤の里ニュースネットワークは、市政の動き
を分かりやすくお知らせするコーナーです。

ネットワークニュース

Jun.

藤の里

Fujieda City News

次代の環境リーダーへの第一歩～ハワイ研修参加認定証授与式～ 問環境政策課　☎643･3183

梅
雨
・
台
風
の
時
期
を
前
に
、

局
地
的
豪
雨
な
ど
に
よ
る
水
害
か

ら
市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

５
月
18
日
、
瀬
戸
川
河
川
敷
で
水

防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
団
・
建
設
業
組
合
・
志
太

消
防
本
部
な
ど
か
ら
約
４
０
０
人

が
参
加
。
志
太
消
防
本
部
に
よ
る

中
州
に
取
り
残
さ
れ
た
人
を
救
助

す
る
訓
練
や
、
消
防
団
に
よ
る
河

川
の
外
へ
水
が
あ
ふ
れ
る
の
を
防

ぐ
「
改
良
せ
き
板
工
法
」
な
ど
７

つ
の
訓
練
を
迅
速
に
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
消
防
団
員
は
「
市
内

の
至
る
所
で
水
害
が
発
生
す
る
こ

と
を
想
定
す
る
と
、
人
に
よ
る
地

道
な
作
業
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

繰
り
返
し
訓
練
を
す
る
こ
と
で
有

事
に
備
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

水害から命と財産を守るために～水防訓練を実施～ 問河川課　☎643･3516

市議会５月臨時会で、私たちが議長・
副議長に選出され、大役を担うことに
なりました。
市民の代表としての責任を強く自覚

し、皆さんの負託に応えられるよう努
めます。本年４月に制定された「議会
基本条例」に基づき、議会の果たすべ
き役割を十分認識し、より開かれた議
会運営に取り組んでまいります。

議長
　薮﨑幸裕

副議長
　岡村好男

いつも安心して水道を使うためには、日ごろの管理や点検が大切です。
将来にわたって安心・安全な水道水が使えるよう、この機会に、家庭の水道をチェックしてみましょう。

問上水道課　☎646･4112

配水管

地上配管メーター
ボックス

止水栓
メーター側溝

官民境

宅地

各家庭の
管理区域

官地

水道事務所
管理区域 

道路

床面

床下配管

将来に引き継ぐ 安心・安全な水道水

　メーターボックスの中には、
「水道メーター」と「止水栓」
があります。止水栓は、水を
止めるためのものです。
　家の中の蛇口をすべて閉め
た状態で、水道メーターの円
盤を見てみましょう。円盤が
動いていたら、漏水している
可能性があります。市指定給
水装置工事事業者に調査を依
頼してください。
※調査、修理費用は各家庭の
負担となります。

● やってみよう、水漏れチェック

　平成３年３月以降、市では鉛製給水管の使用を
中止しましたが、まだ使用されている家庭があり
ます。鉛製の給水管を使用している家庭では、朝
一番の蛇口からの水は、念のためバケツ１杯程度
を飲用や調理以外の水洗トイレ、洗濯、水まきに
などにご利用ください。
　宅地内の給水管は、家屋を建て替えるときに取
り換えをお勧めします。詳しくは、市ホームペー
ジをご覧ください。

● 古い給水管の取り換えをお勧めします

公道に埋めてある水道管（配水管）から分岐し
て家庭に引き込まれた水道管（給水管）は、皆さ
んが工事費を負担し設置したもので、維持管理も
各家庭で行います。給水管の破損などによる漏水
修理、止水栓不良などによる交換は、各家庭が費
用を負担することになります。
ただし、官地内での漏水は道路管理上、早急の

修理が必要です。このため、給水管の管理区分点
を「官民境」と定め、官地内の漏水の修理は市で
行います。
宅地内の漏水については、各家庭が市指定給水

装置工事事業者に修理を依頼してください。
市指定給水装置工事事業者は、市ホームページ

で確認できます。

● 水道管は誰が管理しているの？
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▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上

の
人　

▼
と
き
／
７
月
９
日
㈬
・
13

日
㈰　

午
後
２
時
〜
４
時
（
２
日
と 

も
同
じ
内
容
で
す
）　

▼
と
こ
ろ
／ 

岡
出
山
図
書
館　

▼
定
員
／
各
20

人
（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／
無
料　

 

▼
申
し
込
み
／
６
月
13
日
㈮
〜
20
日
㈮ 

に
、
電
話
で
岡
出
山
図
書
館
へ

☎
６
４
３
・
３
４
８
９

情報 ファイルi
藤枝市役所
〒426-8722
藤枝市岡出山一丁目11番１号
☎643･3111
643･3604
http://www.city.fujieda.shizuoka.jp/

募

集

手
打
ち
そ
ば
体
験
教
室

▼
と
き
／
６
月
21
日
㈯
午
後
６
時

30
分
〜
９
時　

▼
定
員
／
10
人

（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／
１
８
０

０
円　

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器

和
菓
子
「
淡あ

わ

雪ゆ
き

羹か
ん

」
作
り
教
室

▼
と
き
／
６
月
22
日
㈰
午
前
10 

時
〜
正
午　

▼
定
員
／
16
人
（
申

込
順
）　

▼
受
講
料
／
１
６
０
０

円　

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器

浴
衣
着
付
け
教
室

着
崩
れ
し
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
。

▼
と
き
／
７
月
９
日
㈬
午
前
10
時
〜 

正
午　

▼
定
員
／
７
人（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
１
５
０
０
円　

▼
持

ち
物
／
浴
衣
、
帯
、
ひ
も
３
本
、

伊だ

達て

締
め
１
本
、
裾
よ
け
、
バ
ス

タ
オ
ル

初
め
て
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室

▼
と
き
／
７
月
10
日
㈭
午
後
7
時

30
分
〜
８
時
45
分　

▼
定
員
／
15

人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
１

２
０
０
円　

▼
持
ち
物
／
運
動
の

で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル

▼
申
し
込
み
／
各
開
催
日
の
４
日
前

ま
で
に
、
電
話
で
白
ふ
じ
の
里
へ

☎
６
３
８
・
４
１
５
５

白
ふ
じ
の
里
体
験
教
室

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会

市民健康運動教室受講生募集
問勤労者体育館　☎635･7225

対象／一般男女　受講料／4,620円（全10回）
申し込み／６月17日㈫午前９時から、受講料・印鑑を持って、直接、勤労者体育館へ
※全教室申込順となります。
※申し込みが６人以下の場合は、開講しません。
※平日午前中の教室は託児があります。詳しくは、お問い
　合わせください。

教室名 期間 曜日 時間 定員

健康はつらつ体操 ６月25日～
９月24日 水10:00～10:50 20人

初めてのエアロビ＋ピラティス
７月１日

～

９月30日
火

10:15～11:15 30人

女子力アップピラティスA 19:00～19:50 10人

ヨガA 11:00～12:00 10人

ピラティスストレッチB
７月２日

～

９月24日
水

9:00～10:00 10人

ピラティスストレッチC 10:10～11:10 10人

バドミントン 10:00～11:30 20人

教室名 期間 曜日 時間 定員
エアロビ＋ピラティス

７月３日

～

９月25日
木

10:00～11:00 30人

午後のピラティスストレッチ 14:00～15:00 10人

女子力アップピラティスB 19:00～19:50 10人

ママリフレッシュ体操A 9:05～ 9:50 ９組

初めてのバドミントン 10:00～11:30 20人

太極拳 ７月４日

～

９月26日
金

10:00～11:30 20人

骨盤体操 10:00～11:00 10人

骨盤ダイエットA ７月５日

～

９月27日
土

9:00～10:00 10人

骨盤ダイエットB 10:10～11:10 10人

　地域経済全体の活性化へつなげるため、市内で生産
される工業製品・農林畜産物・加工品などの展示・即
売を行う「ふじえだ産業祭」に出展（店）しませんか。
対象／市内で生産・加工事業などを行っている個人・
法人

とき／10月25日㈯・26日㈰
ところ／県武道館
出展（店）料／展示…無料、販売…５千円（２日間）
申し込み／７月10日㈭までに、申込用紙に必要事項を
記入し、ファクスまたはＥメールで産業政策課へ　
643･3610

　 sangyoseisaku@city.fujieda.shizuoka.jp
※申込用紙は、市ホームページからダウンロードでき
ます。

※ブース設営料（屋内３万円・屋外２万円）がかかる
場合があります。ブースの規格など詳しくは、お問
い合わせください。

健康づくり食生活セミナー
問健康推進課　☎645･1111

　食生活は体づくりの基本です。体に良い食生活を習得し
て、健康づくりの輪を広げましょう。

対象／市内に住んでいる、食に興味のある人
時間／午前９時45分～正午　ところ／保健センター
定員／30人（申込順）　受講料／1,500円（全７回）
申し込み／６月19日㈭までに、電話またはファクスで健康
推進課へ　 645･2122

日程 内容

６月25日㈬ 開講式、知っているようで知らない栄養の話

７月23日㈬ 簡単おやつ作り（調理実習）

８月６日㈬ 楽しく体を動かそう！

８月27日㈬ おいしく食べて健康長寿（歯のブラッシング指導あり）

９月10日㈬ 簡単ヘルシー料理（調理実習）

10月８日㈬ 食事の適量と献立作りのコツ

11月12日㈬ 作った献立を実習（調理実習）、閉講式

市制施行60周年記念
ふじえだ産業祭出展（店）者募集

問産業政策課　☎643･3165

▼
と
き
／
８
月
24
日
㈰
午
前
９
時
〜　

 

▼
と
こ
ろ
／
県
静
岡
総
合
庁
舎

（
静
岡
市
駿
河
区
）　

▼
申
請
手
数

料
／
５
２
０
０
円　

▼
申
し
込

み
／
６
月
23
日
㈪
〜
７
月
25
日
㈮
に
、

直
接
、
県
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
へ

 
☎
６
４
４
・
９
２
４
３

予
備
講
習
会

▼
と
き
／
７
月
20
日
㈰
午
前
９
時
50

分
〜
午
後
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
静
岡

労
政
会
館
（
静
岡
市
葵
区
）　

▼
受

講
料
／
７
５
０
０
円　

▼
申
し
込

み
／
６
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で

静
岡
県
猟
友
会
へ

☎
２
５
３
・
６
４
２
７

お
知
ら
せ

狩
猟
免
許
試
験

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
全
国
の

す
べ
て
の
事
業
所
と
企
業
を
対
象
に

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス‒

基
礎
調

査
と
平
成
26
年
商
業
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
県
知
事
が
任
命
す
る
調

査
員
が
訪
問
し
て
調
査
し
ま
す
。
調

査
票
は
６
月
末
日
ま
で
に
お
届
け
し

ま
す
の
で
、
７
月
１
日
以
降
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課　

☎
６
４
３
・
３
８
１
８

経
済
セ
ン
サ
ス–

基
礎
調
査
・

商
業
統
計
調
査

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

雨
の
量
な
ど
の
気
象
状
況
や
、
山
鳴

り
や
亀
裂
な
ど
の
前
ぶ
れ
に
注
意
し
、

早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
緊
急
時
の
携
行
品
を
ま

と
め
、
避
難
路
や
避
難
場
所
を
家
族

で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
河
川
課　

☎
６
４
３
・
３
５
１
６

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

離
婚
や
育
児
、
金
銭
問
題
、
雇
用
・

労
働
環
境
な
ど
、
女
性
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
事
に
つ
い
て
弁
護
士

が
幅
広
く
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
時
間
／
６
月
28
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

▼
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
／

☎
２
５
２
・
１
１
９
０
（
通
話
料
が

か
か
り
ま
す
）

問
静
岡
県
弁
護
士
会

☎
２
５
２
・
０
０
０
８

無
料
電
話
法
律
相
談

「
女
性
の
権
利
１
１
０
番
」

▼
対
象
／
平
成
27
年
３
月
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
卒
業
予
定
者
ま
た
は 

大
学
卒
業
３
年
以
内
の
未
就
職
者　

▼
と
き
／
６
月
13
日
㈮
午
後
１
時
30 

分
〜
４
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
市
民

体
育
館　

▼
参
加
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
藤
枝
商
工
会
議
所

☎
６
４
１
・
２
０
０
０

▼
と
き
／
６
月
の
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
８
時
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ

ろ
／
朝
比
奈
活
性
化
施
設
た
ま
ゆ
ら　

▼
内
容
／
お
茶
・
梅
干
し
・
シ
イ
タ

ケ
・
山
菜
な
ど
の
地
場
産
品
の
販
売
、

米
は
ざ
し
（
６
月
28
日
の
み
。
材
料

は
持
ち
込
み
。
有
料
）

※
直
接
会
場
へ

問
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
６
６
８
・
０
８
６
０

藤
枝
市
・
焼
津
市･

島
田
市
合
同

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
２
０
１
４

玉
取
た
ま
ゆ
ら
市

今
年
40
周
年
を
迎
え
る
静
大
農
場
。

研
究
内
容
や
農
商
工
連
携
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
取

り
組
み
紹
介
後
、
農
場
で
生
産
さ
れ

た
農
産
物
や
加
工
品
も
販
売
し
ま
す
。

▼
と
き
／
７
月
６
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
１
時　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

▼
入
場
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
静
岡
大
学
農
学
部
藤
枝
フ
ィ
ー
ル
ド 

セ
ン
タ
ー　

☎
６
４
１
・
９
５
０
０

催

し

市
制
施
行
60
周
年
記
念

静
岡
大
学
農
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

認
知
症
を
理
解
し
、
本
人
や
そ
の
家

族
へ
の
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
／
６
月
20
日
㈮
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
、
７
月
18
日
㈮
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
（
２
日
と
も
同
じ
内

容
で
す
）　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
３

０
３
会
議
室　

▼
内
容
／
認
知
症
に

対
す
る
正
し
い
知
識
と
対
応　

▼
受

講
料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

問
介
護
福
祉
課☎

６
４
６
・
０
２
９
４

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

志
太
榛
原
地
域
の
経
済
を
盛
り
上
げ
、

ま
ち
を
元
気
に
す
る
起
業
家
を
輩
出

す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
／
起
業
を
考
え
て
い
る
人
、

起
業
し
て
間
も
な
い
人
、
夢
を
持
っ

て
頑
張
り
た
い
人　

▼
と
き
／
７

月
７
日
㈪
午
後
７
時
〜
８
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
化
セ
ン
タ
ー　

▼
講 

師
／
玉
木
潤
一
郎
さ
ん
（（
一
社
）
起 

業
家
育
成
協
会
理
事
長
）・
渡
部
晋す

す
む

さ
ん（
㈱
萬
惣
代
表
取
締
役
）　

▼
定 

員
／
60
人（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／ 

無
料　

▼
申
し
込
み
／
７
月
４
日
㈮
ま 

で
に
、電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
商
業 

観
光
課
へ　

☎
６
４
３
・
３
０
７
８

sho-kan@city.fujieda.shizuoka.jp

あ
な
た
の
起
業
を
応
援“
シ
ダ
ビ
ズ
”

▼
と
き
／
７
月
10
日
㈭
午
前
10
時
〜 

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
化
セ
ン 

タ
ー　

▼
内
容
／
健
康
長
寿
講
座
・ 

寸
劇　

▼
定
員
／
30
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／ 

７
月
９
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
「
ぱ
り
て
」
へ

☎

６
４
１
・
７
７
７
７

ぱ
り
て
サ
ロ
ン“
さ
き
さ
ん
ち
”
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歴史講座 岡部宿から藤枝宿にかけての
街道・文化と歴史

問岡部支所　☎667･3411

市制施行60周年記念
チャレンジキャンプ参加者募集
問中山間地域活性化推進室　☎639･0120

歯科講演会
問藤枝歯科医師会　☎646･2270

対象／市内に住んでいるか、通勤・通
学している人
とき・内容／
７月９日㈬…岡部宿から藤枝宿へ
８月13日㈬…藤枝宿
９月10日㈬…田中城と藤枝宿
10月８日㈬…瀬戸川の川越え
11月12日㈬…茶屋での食べ物
12月10日㈬…藤枝宿にかかわるエピ

ソード
いずれも９時30分～11時30分
ところ／岡部支所
講師／池谷圭次さん（元岡部町社会教
育指導員）
定員／18人（申込順）
受講料／1,800円（全６回）
申し込み／６月23日㈪から、電話で岡
部支所へ

　キャンプを通じて自
然の中で遊び学ぶこと
（川遊び、間伐材の切
り出し、キャンプファ
イヤーなど）で、新た
な自分を発見しよう。
対象／藤枝市・焼津市・島田市に
住んでいる小学校４年生～中学生
とき／７月25日㈮～27日㈰
ところ／大久保キャンプ場
定員／65人（抽選）　参加料／４千円
申し込み／６月９日㈪～30日㈪ま
でに、電話またはファクス・Ｅ
メールで中山間地域活性化推進
室へ　 648･2755
　 chusankan@city.fujieda.shizuoka.jp
※詳しくは、お問い合わせください。

とき／７月17日㈭午後２時～５時
ところ／保健センター
内容／
　【第１部（一般対象）】
　食べる機能と老化～よりよく食
べて、よりよく生きる～
　【第２部（医療従事者対象）】
　摂食、嚥

えん

下
げ

障害の評価と訓練の
実際
講師／戸

と

原
はら

 玄
はるか

さん（東京医科歯
科大学大学院准教授）
定員／100人（申込順）
参加料／無料
申し込み／７月10日㈭ま 
でに、電話またはファ
クスで藤枝歯科医師会
へ　 646･2271

募

集

▼
と
き
／
６
月
７
日
〜
22
日
の
土
・

日
曜
日　

▼
と
こ
ろ
／
中
里
に
こ
に

こ
農
園　

▼
参
加
料
／
５
キ
ロ
収

穫
…
２
５
０
０
円
、
10
キ
ロ
収
穫
…

４
５
０
０
円
（
秋
の
芋
掘
り
体
験
時

に
集
金
）　

▼
申
し
込
み
／
６
月
20

日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
陶
芸
セ
ン

タ
ー
へ　
　

☎
６
３
９
・
０
１
４
８

※
20
人
以
上
の
団
体
は
平
日
も
可
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
体

験
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
会
で
す
。

▼
対
象
／
小
学
校
３
年
生
〜
中
学
生　

▼
と
き
／
７
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
・

27
日
㈰
、
８
月
10
日
㈰　

い
ず
れ
も

午
後
１
時
〜
４
時
30
分　

▼
と
こ 

ろ
／
蓮
華
寺
池
ホ
ー
ル　

▼
内
容
／ 

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
の
ル
ー
ル 

づ
く
り
や
お
店
の
準
備　

▼
定
員
／ 

２
５
０
人（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／ 

無
料　

▼
申
し
込
み
／
６
月
９
日
㈪

か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力
し
、

ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

http://sm
ile-fujieda.net

問
教
育
推
進
室☎

６
４
３
・
３
２
７
１

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
ふ
じ
え
だ

事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験（
苗
植
え
）

家
庭
用
介
護
食

▼
対
象
／
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
人
、
協
力
し
て
い
る
人　

▼
と

き
／
６
月
24
日
㈫
午
後
２
時
〜
３
時

30
分　

▼
と
こ
ろ
／
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
愛
華
の
郷　

▼
定
員
／
40

人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
６
月
23
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
で
安
心
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
愛

華
の
郷
へ　

☎
６
３
４
・
１
１
３
３

ヨ
ガ
呼
吸
法
、
家
族
間
交
流

▼
対
象
／
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
人
、
協
力
し
て
い
る
人　

▼
と

き
／
７
月
３
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
洲
公

民
館　

▼
定
員
／
20
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
バ

ス
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る
服
装　

▼
申
し
込
み
／
７
月
２
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
安
心
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
第

２
開
寿
園
へ

☎
６
３
４
・
０
２
３
２

家
族
介
護
教
室

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
応
援
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
開
催
日
時
／
８
月
２
日
㈯
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ

ろ
／
青
島
北
公
民
館　

▼
内
容
／
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
・
手
遊
び
・
人
形

劇
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

▼
申
し

込
み
／
６
月
17
日
㈫
〜
７
月
17
日
㈭

に
、
電
話
で
青
島
北
公
民
館
内
に
こ

に
こ
広
場
へ

☎
６
４
５
・
２
５
２
５

に
こ
に
こ
ワ
イ
ワ
イ
ラ
ン
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
対
象
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市 

民
活
動
に
関
心
の
あ
る
人　

▼
と
き
／ 

７
月
26
日
㈯
〜
９
月
20
日
㈯
（
全

５
回
）　

▼
と
こ
ろ
／
県
総
合
社
会

福
祉
会
館
（
静
岡
市
葵
区
）
ほ
か　

▼
内
容
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
進

め
る
た
め
の
知
識
や
ス
キ
ル
の
学

習　

▼
講
師
／
飯い

い

倉く
ら

清き
よ

太た

さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
サ
プ
ラ
イ
ズ
代
表
理
事
）
ほ
か　

▼
定
員
／
60
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
６
月

23
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で
市
民
活
動

団
体
支
援
室
へ☎

６
４
３
・
３
２
７
４

※
交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

▼
と
き
／
７
月
６
日
㈰
午
前
６
時
30

分
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
藤
の
瀬

会
館
前
広
場　

▼
出
店
料
／
千
円　

▼
申
し
込
み
／
６
月
30
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
で
藤
の
瀬
会
館
へ

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

さ
ん
さ
ん
市

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

５月24日、大久保地区にある大茶樹で
茶摘みが行われました。参加したのは、藤
枝市茶手

て

揉
もみ

保存会の皆さんや「ジュニアお
茶博士」として活躍する小学生など。県内
最古・樹齢300年といわれる大茶樹の新芽
を丁寧に摘み取りました。
参加した小学校６年生と４年生の兄弟は

「２人で協力して作業をして、いっぱい取
れた。木が大きくて取れる量が多くびっく
りした」と満足そうに話してくれました。

５月12日、長谷部誠選手の出身校である青島東
小学校で、長谷部選手のサッカーワールドカップ日
本代表入りをみんなで祝おうと視聴会を開催。児童
や教員など約200人が集まりました。
代表メンバーの発表が始まり長谷部選手の名前が
呼ばれると、会場は歓喜の渦に。子どもたちは、ガッ
ツポーズをして喜びを爆発させました。

日本文化を体験♪着物ってきれい

歓喜！がんばれ長谷部選手

樹齢300年の大茶樹で茶摘み

ＨＯＴ
ほっと
フォト

June．2014

本市と姉妹都市提携を結ぶ韓国・楊
ヤン

州
ジ ュ

市の高校生
９人が５月20日、玉露の里を訪れ、日本の伝統文
化に触れました。
和菓子と抹茶を味わったあと、着物を身に着ける
と、その美しい色や模様にうっとり。写真を撮った
り、笑顔で話したりして、日本庭園でのひとときを
楽しみました。
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市
・
県
民
税
は
、
前
年
の
合
計

所
得
金
額
が
28
万
円
（
給
与
収
入

で
93
万
円
）
を
超
え
る
人
に
一
律

に
同
額
を
負
担
す
る
「
均
等
割
」

と
、
所
得
が
35
万
円
（
給
与
収
入

で
１
０
０
万
円
）
を
超
え
る
場
合

の
所
得
金
額
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
」
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
所
得
の
み
の
人
が

均
等
割
の
課
税
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
65
歳

未
満
の
人
で
は
、
前
年
の
年
金
受

給
額
が
98
万
円
、
65
歳
以
上
の
人

で
は
、
同
じ
く
１
４
８
万
円
を
超

え
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

●
均
等
割
…
５
４
０
０
円
（
市
民

税
３
５
０
０
円
、
県
民
税
１
９

０
０
円
）

●
所
得
割
…
10
％
（
市
民
税
６
％
、

県
民
税
４
％
）

均
等
割
も
所
得
割
も
課
税
さ
れ
な
い
人

①
生
活
保
護（
生
活
扶
助
）受
給
者

②
障
害
者
・
未
成
年
者
・
寡か

婦ふ

・

寡か

夫ふ

控
除
を
申
告
し
た
人
で
、

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

以
下
の
人

※
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

③
平
成
25
年
中
の
合
計
所
得
金
額 

が
次
の
計
算
式
で
求
め
た
金
額

以
下
の
人

28
万
円
×（
扶
養
の
人
数
＋
１
） 

＋
16
万
８
千
円
（
※
）

所
得
割
が
課
税
さ
れ
な
い
人

平
成
25
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が

次
の
計
算
式
で
求
め
た
金
額
以
下

の
人

35
万
円
×
（
扶
養
の
人
数
＋
１
）

＋
32
万
円
（
※
）

【
普
通
徴
収
】

　

自
営
業
な
ど
の
人
に
は
、
税
額

決
定
（
納
税
）
通
知
書
を
６
月
16

日
㈪
に
納
税
義
務
者
宛
て
に
送
付

し
ま
す
。
年
税
額
は
年
４
回
（
７

月
・
９
月
・
11
月
・
翌
年
２
月
）

に
分
け
、
納
付
書
や
口
座
振
替
に

よ
り
、
個
人
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

口
座
振
替
以
外
の
人
に
は
、
納

税
通
知
書
と
一
緒
に
納
付
書
を
お

送
り
し
ま
す
。

【
給
与
特
別
徴
収
】　

　

会
社
勤
務
な
ど
の
人
は
、
年
税

額
を
年
12
回（
６
月
～
翌
年
５
月
）

に
分
け
て
、
事
業
所
（
給
与
特
別

徴
収
義
務
者
）
が
各
月
の
給
与
か

ら
差
し
引
き
、
市
に
納
め
ま
す
。

　

退
職
や
休
職
な
ど
を
し
た
場
合

は
、
事
業
所
か
ら
の
届
け
出
に
基

づ
き
、普
通
徴
収
に
切
り
替
え
ま
す
。

【
年
金
特
別
徴
収
】

　

４
月
１
日
時
点
で
65
歳
以
上
で
、

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
公
的
年

金
（
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
）
受
給

者
の
公
的
年
金
所
得
に
係
る
市
・

県
民
税
は
、
年
６
回
に
分
け
年
金

か
ら
差
し
引
き
、
日
本
年
金
機
構

な
ど
の
年
金
保
険
者
（
年
金
特
別

徴
収
義
務
者
）
が
市
に
納
め
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
特
別
徴
収
が
新
た

に
始
ま
る
人
は
、
年
税
額
の
半
分

を
普
通
徴
収
（
７
月
・
９
月
）
で

納
め
て
い
た
だ
き
、
残
り
の
税
額

は
、
10
月
・
12
月
・
翌
年
２
月
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
差
し
引
き 

し
ま
す
。対
象
者
に
は
６
月
16
日
㈪ 

に
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

税
額
の
変
更
、
年
金
の
支
給
停

止
、
市
外
へ
の
転
出
な
ど
が
あ
る

場
合
は
、
年
金
特
別
徴
収
を
中
止

し
、
普
通
徴
収
に
切
り
替
え
ま
す
。

※
計
算
式
中
の「
16
万
８
千
円
」と

「
32
万
円
」は
、
扶
養
親
族
が
い

る
場
合
の
み
加
算
さ
れ
ま
す
。

市
政
を
支
え
る
大
切
な
財
源

～
市
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の
仕
組
み
～

福
祉
や
教
育
・
消
防
・
防
災
な
ど
、
市
民
生
活
に
直
接
結
び
つ
い
た
仕
事
を
行
う
た
め
の
大
切
な
財
源
で
あ
る
「
税

金
」。
税
金
は
ど
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
、
ど
う
や
っ
て
納
め
る
の
か
、
こ
こ
で
は
市
・
県
民
税
（
住
民
税
）
を
例
に
、

そ
の
仕
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。	

問
課
税
課　

☎
６
４
３
・
３
１
８
７

　

本
年
度
の
市
・
県
民
税
は
、
平

成
26
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地

で
課
税
し
、
平
成
25
年
中
（
平
成

25
年
１
月
～
12
月
）
の
総
所
得
金

額
等
を
基
に
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

平
成
25
年
中
に
転
入
し
た
人
は
、

本
年
度
か
ら
藤
枝
市
に
市
・
県
民

税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
１
月

２
日
以
降
に
転
出
し
た
人
も
、
本

年
度
は
藤
枝
市
に
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

退
職
な
ど
に
よ
り
、
現
在
は
収

入
が
な
く
て
も
、
前
年
の
総
所
得

金
額
に
よ
っ
て
は
、
市
・
県
民
税

を
納
め
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
市
・
県
民
税
は

課
税
さ
れ
な
い
人

納
付
の
方
法

課
税
基
準
日
は
１
月
１
日

コンビニでは24時間、365日納付
することができます。
詳しくは、送付する納付書をご覧
ください。

市・県民税はコンビニでも
納めることができます

お願いします！

平成27年８月に公演予定です。
▶対象／小学校３年生以上の男女　
▶練習日／８月～平成27年７月の毎
週日曜日　▶ところ／藤枝・焼津市
内の市立公民館など　▶定員／50人
（選考）　▶参加料／月３千円　▶申し
込み／６月30日㈪までに、藤枝・焼
津市内の市立公民館に備え付けの応募
用紙に記入し、82円切手を貼った返
信用封筒（住所・氏名記入）と顔写真
を同封の上、〒426–0034市内駅前
3–14–8志太ミュージカルの会出演
者・スタッフ募集係へ
※スタッフも募集しています。詳しく
は、お問い合わせください。
問長谷川宛	 ☎080･3079･7433

▶対象／専門職（教員・保育士・心理
職など）の人、関心のある人　▶とき／
６月21日㈯〜平成27年３月７日の
土曜日　午前９時30分〜正午（全11
回）　▶ところ／静岡福祉大学（焼津
市）　▶内容／発達に課題のある中学
生を対象にしたソーシャルスキルト
レーニング　▶申し込み／Ｅメールで
コスモクラブ事務局（波

なみ

平
ひら

宛）へ
☎090･5878･1932
miyap73@yahoo.co.jp

あ！基地プロジェクト第５弾。公務員
と自営業者の男性50人が参加します。
▶対 象／20 〜 45歳の未婚女性　
▶とき／６月29日㈰午後６時〜８時　
▶ところ／小杉苑（青木二）　▶定員／
50人（申込順）　▶参加料／5,500
円　▶申し込み／ホームページの申し
込みフォームで、あ！基地プロジェク
トへ
http://akichiproject.jimdo.com/
問北川宛� ☎090･7026･4437

▶とき／７月６日㈰午前９時30分〜
正午　▶ところ／高洲公民館　▶定
員／24人（申込順）　▶参加料／千円　
▶持ち物／エプロン、布巾、持ち帰り
用容器　▶申し込み／６月20日㈮〜
７月１日㈫に、電話またはファクスで
北川宛へ� ☎080･5293･0019

641･3662

▶対象／55歳以上の男女　▶とき／
６月24日㈫午後１時30分〜２時30
分　▶ところ／高洲公民館　▶定員／
15人（申込順）　▶参加料／500円　
▶持ち物／動きやすい服装　▶申し込
み／６月23日㈪までに、電話で未来
の食卓を守る会（竹田宛）へ

☎090･7316･1223

▶対象／園児・小学生または60歳以
上の人　▶とき／月・木曜日午後７
時〜8時30分　▶ところ／青島北中
学校武道館　▶定員／10人（先着順）　
▶参加料／３千円（全20回）
※直接会場へ
問日本空手協会藤枝北支部（望月宅）
� ☎643･4886

▶とき／６月13日㈮〜15日㈰午前９
時〜午後５時　▶ところ／生涯学習セ
ンター　▶入場料／無料
※直接会場へ
問小出宅� ☎641･6353

▶対象／ワード・エクセルの基本操作
ができる人　▶とき／第１・３土曜日　
午後１時30分〜３時30分　▶とこ
ろ／青島南公民館　▶参加料／月千
円程度　▶持ち物／ノートパソコン　
▶申し込み／７月４日㈮までに、電話
またはファクスでビューティフルＡ
（大石宅）へ� ☎ 635･3634

▶とき／６月28日㈯午後２時～３
時30分　▶ところ／青島北公民館　
▶内容／運動が脳に与える効用と高
草山に生育する春植物の紹介　▶講
師／鈴木紳

しん

弌
いち

さん（静岡大学客員教
授）　▶定員／100人（申込順）　▶受
講料／千円　▶申し込み／６月15	
日㈰〜22日㈰に、住所・氏名・電話
番号を記入し、ファクスで静岡脳科学
研究会（神谷宅）へ� ☎668･9730

636･2211

▶とき／７月３日・17日・31日、８
月14日の木曜日午後１時30分〜４
時　▶ところ／文化センター　▶定

ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル

募　集

しずふく発達教室「スカイクラス」 
支援ボランティア

講演会「脳の活性化と山歩き 
〜高草山の自然・春物語〜」

　

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ

る
藤
枝
市
。
そ
の
歴
史
は
、
大
正
13

年
に
静
岡
県
立
志
太
中
学
校
（
現	

藤
枝
東
高
校
）
初
代
校
長
の
錦に

し

織ご
り

兵ひ
ょ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

が
蹴
球
（
サ
ッ
カ
ー
）
を
校
技

と
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
天
皇
杯
や
国
体
の
開
催
、

高
校
サ
ッ
カ
ー
で
の
活
躍
な
ど
輝
か

し
い
歴
史
を
刻
み
、
全
国
に
藤
枝
の

名
を
轟
か
せ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
に
は
、
全
国
に
先
駆
け

て
藤
枝
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
設
立
。
藤
枝
小
学
校
に
は
「
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
発
祥
の
地
」
の
文
字
が

刻
ま
れ
た
サ
ッ
カ
ー
少
年
の
像
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
７
日
か
ら
は
、
郷
土
博
物

館
・
文
学
館
で
、
市
制
60
周
年
記
念

展
「
藤
枝
サ
ッ
カ
ー
栄
光
の
歩
み
〜

90
年
、
そ
し
て
未
来
へ
〜
」
を
開
催

し
ま
す
。本
市
の
サ
ッ
カ
ー
の
歴
史
・

功
績
を
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
制
施
行
60
周
年
記
念

知
っ
て
る
!?
藤
枝

藤
枝
の
サ
ッ
カ
ー
が
産
声

を
上
げ
て
90
年

ＧＯ合コン！女性参加者

ＪＦＶＣフィリピン料理教室

志太のミュージカル出演者

シニアのためのいきいきヨガ

やさしい空手

パソコン中級自主講座

俳句入門講座

催　し

志墨会　水墨画作品発表会

▶とき・ところ／６月27日㈮・28	
日㈯・30日㈪…生涯学習センター、
７月４日㈮〜６日㈰…市民体育館　午
後７時〜９時　▶参加料／１回300
円　▶持ち物／体育館シューズ、丸柄
うちわ、手ぬぐい　※直接会場へ
問小林宅� ☎641･2197

藤枝市民踊協会　盆踊り講習会

員／10人（申込順）　▶参加料／２
千円　▶持ち物／筆記用具　▶申し込
み／６月15日㈰〜 25日㈬に、電話
またはファクスで藤枝市文化協会（山
村宅）へ� ☎ 635･2759
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男
女
共
同
参
画
と
は
？

言
葉
が
堅
く
て
難
し
そ
う
な
男
女
共
同

参
画
で
す
が
、「
男
女
が
お
互
い
に
人
権

を
尊
重
し
つ
つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
」
を
い
い
ま
す
。

言
い
換
え
る
と
「
お
互
い
を
思
い
や
り
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
輝
い
て
生
き
る
こ

と
」
に
な
り
ま
す
。

す
。
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
性
別
に
よ

る
役
割
分
担
や
従
来
か
ら
の
習
慣
を
見
直

す
こ
と
で
、
新
し
い
視
点
が
生
ま
れ
、
活

力
が
湧
い
て
き
ま
す
。

市
で
は
今
後
も
「
地
域
」「
家
庭
」「
学

校
」「
職
場
」
の
４
分
野
を
中
心
に
男
女

共
同
参
画
を
積
極
的
に
推
進
し
て
、
思
い

や
り
あ
ふ
れ
る
「
元
気
な
ま
ち
藤
枝
」
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

あ
な
た
も
、
生
活
の
身
近
な
こ
と
か
ら

男
女
共
同
参
画
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
と
い
う
法
律

が
制
定
さ
れ
、
生
ま
れ
た
言
葉
で
す
。

日
本
で
は
古
く
か
ら
人
々
の
意
識
や
習

慣
の
中
で
、「
男
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
か
、「
女
性
は
こ
う
す
べ
き
」
と
い
っ

た
男
女
の
役
割
に
つ
い
て
の
固
定
的
な
考

え
方
や
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
不
平
等
が

あ
り
ま
し
た
。

野
で
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
努
め

る
（
第
10
条
）」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
公
設
民
営
に
よ
り
開
設
。
以
来
、
運
営

協
議
会
の
皆
さ
ん
に
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

市
民
大
学
な
ど
の
啓
発
活
動
を
活
発
に
実

施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
に
は
「
藤
枝
市
男
女

共
同
参
画
条
例
」
を
施
行
す
る
と
と
も
に
、

「
藤
枝
市
男
女
共
同
参
画
第
２
次
行
動
計

画 

」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
背
景

男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
は
古
く
か

ら
あ
る
も
の
で
は
な
く
、平
成
11
年
に「
男

時
代
と
共
に
着
実
に
改
善
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
国
は
さ
ら
な
る
男
女
平
等
に
向

け
て
、
法
律
を
定
め
て
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、「
地
方
公
共
団
体
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
施

策
を
行
う
責
務
が
あ
る
（
第
９
条
）」
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
国
民
は
、
地
域
、

家
庭
、
学
校
、
職
場
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分

藤
枝
市
の
取
り
組
み

本
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
早
く
か
ら
市
民
と
の
協
働

に
よ
り
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
10
年
に
「
藤
枝
市
男
女
共
同
参
画

第
１
次
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
15

年
に
は
計
画
の
見
直
し
作
業
を
行
い
、
プ

ラ
ン
に
沿
っ
て
各
種
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

平
成
14
年
に
は

市
民
の
活
動
拠
点

と
し
て
、
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
「
ぱ
り
て
」

本
市
は
「
元
気
共
奏
・
飛
躍
ふ
じ
え
だ
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
理
念
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
人
一
人
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
男

女
共
同
参
画
が
大
き
な
推
進
力
と
な
り
ま

「
元
気
な
ま
ち
藤
枝
」
に
向
け
て

≪パパママ講座≫
父親と子どもの料理教室や遊びなどを通じて、
男性が家事・育児へ参画するきっかけづくりをし
ます。

≪男女共同参画地区推進員事業≫
市内の各地区において、地区推進員が男女共同
参画の啓発活動を自ら計画して実施します。地区
推進員は公民館単位の11地区ごとに６人を基本
として、現在62人が２年の任務に就いています。

地域家庭

市制施行60周年記念　男女共同参画市民フォーラム

とき／６月28日㈯午後１時30分～４時（開場：午後１時）
ところ／生涯学習センター
内容／第１部…障害児・者の家族の作文朗読
　　　第２部…講演会
　　　　講師／樋口恵子さん（作家・評論家）
　　　　演題／人生100年　社会を支える女と男
　　　　　　　～すべての男女に居場所と出番～
定員／360人（申込順）　参加料／無料
　申し込み／電話またはファクスで男女共同参画推進センター
　「ぱりて」へ　☎ 641･7777

地区推進員は研修
会で学んでから、「講
演会の開催」「ふれ
あいまつりでの啓
発」「たよりの発行」
など地区ごとに特色
を生かした活動を行
います。

また、親子コン
サートでは家族で
音楽を楽しむとと
もに、ワーク・ラ
イフ・バランス（仕
事と生活の調和）
の大切さを学んで、
実生活で生かして
もらいます。

≪男女共同参画推進事業所認定制度≫
男女が共に働きやすい職場づくりに取り組んで
いる先進的な事業所を市長が認定し、広くＰＲす
る制度です。
平成23年度から始まり、これまでに23事業所

≪ふれあい体験学習≫
学校での体験学習を通じて、個性と能力を発揮
する男女共同参画の意識を育んでいきます。
「小学生マイジョブ講座」では、性別にとらわ
れない職業の選択について学び、将来の夢や職業
を幅広く考えてもらいます。

学校職場

「中学生ふれあい
出前講座」は、市民
グループとの協働で、
大人の入口に立つ中
学生に男女共同参画
について学んでもら
います。

を認定。
認定事業所などを
対象にしたワーク･
ライフ・バランス研
修会や意見交換会を
開催し、専門家のア
ドバイスを受けてい
ただいています。

男女共同参画週間
平成26年度キャッチフレーズ

「家事場のパパヂカラ」

「地域」「家庭」「学校」「職場」の４つの分野で、市民や団体と連携し、活動することで、男女
共同参画の和が広がっています。あなたの身近なところで行われている活動を紹介します。

藤枝型 男女共同参画を推進する四
カ ル テ ッ ト

重奏♪

「
元
気
な
ま
ち
藤
枝
」
に
向
け
て
の
藤
枝
型 

男
女
共
同
参
画
の
推
進

誰
も
が
輝
く
社
会
を
め
ざ
し
て

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週
間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。
本
市
が
「
元
気
な
ま
ち
藤
枝
」
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

問
男
女
共
同
参
画
課　

☎
６
４
３･

３
１
９
８
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問全国PK選手権大会 in Fujieda 実行委員会（スポーツ振興課内）
　☎643・3126

問全国PK選手権大会 in Fujieda 実行委員会（スポーツ振興課内）
　☎643・3126

雨天決行総合運動公園総合運動公園
8.16㊏　17㊐

日本代表コース優勝チームは欧州リーグ観戦ツアーご招待！

実施種目
コース 対　象 参加料

（Ａ）日本代表
（Ｂ）シニア
（Ｃ）なでしこ
（Ｄ）  Ｕ-16
（Ｅ）  Ｕ-12
（Ｆ）  Ｕ- 9
（Ｇ）キッズ

高校生以上の男女
大会当日 40 歳以上の男女
中学生以上の女性
中学生～高校１年生の男女
小学校４～６年生の男女
小学校１～３年生の男女
小学生未満の男女 (４～６歳）

１チーム
7,000円

１チーム
4,000円

選手権大会
全
国

第２2回

in Fujieda
　毎年、全国から多くのチームが参加し、藤枝の夏を盛り上げ
る全国ＰＫ選手権大会。サッカーを通した交流やまちの活性化
を目指し、今年も開催します。
　ＰＫ戦のほかにも、フットサルやキックスピード、スタンプ
ラリー、ご当地グルメの販売など、魅力的な内容が盛りだくさん。
サッカーのまち藤枝ならではのイベントをお楽しみください。

藤枝市では、コートジボワール vs 日本の試合のパブリックビューイングを開催します。熱い声援を、
「サッカーのまち藤枝」から決戦の地、ブラジルに届けよう！

※直接会場へ
※荒天時は中止します。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

パブリックビューイングパブリックビューイング in
藤枝

2014 FIFA ワールドカップ ブラジル2014 FIFA ワールドカップ ブラジル

問サッカーのまちドリームプラン推進室　☎643･3138問サッカーのまちドリームプラン推進室　☎643･3138

雨天決行とき／６月15日㈰午前８時開場
　　　午前10時キックオフ
とき／６月15日㈰午前８時開場
　　　午前10時キックオフ
ところ／ 総合運動公園多目的広場ところ／ 総合運動公園多目的広場 入場料／ 無料入場料／ 無料

グループリーグ　第１節　コートジボワール ＶＳ 日本

出場人数／ゴールキーパーを含めて５人
申し込み／ 7 月 4 日㈮までに、市ホームページか
ら申し込み、またはスポーツ振興課・岡部支所、
各市立公民館、市内スポーツ施設に備え付けの
参加申込書に必要事項を記入し、直接または郵
送で〒426-8722 市内岡出山 1-11-1 スポー
ツ振興課へ
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

ラジオパーソナリティ
高橋正純さん

エスパルススタジアムDJ
鈴木克馬さん

ご当地グルメも
多数出店！

大会当日、スタッフとして
参加してみませんか？

ボランティア
スタッフ
募集！！

16土 17日 が

やってくる！

一日楽しめるイベン
トが

盛りだくさん！

フ ッ ト サ ル

キ ッ ク
タ ー ゲ ッ ト

キ ッ ク ス ピ ー ド

豪華景品が当たる！
スタンプラリーを同時開催

8.16㊏午前10時～午後２時
※景品がなくなり次第終了

ス タ ン プ ラ リ ー

田中　誠さん
元サッカー日本代表

元サッカー日本代表
山田暢久さん

（C）URAWA REDS

スポーツ栄誉
顕彰授与式


